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公立高校入試プリント 名前

問1 太陽の周りを公転する地球と金星について考えます。2月の位置を基準としたとき、そこから9か月が経過すると、地球は自身の軌道上を4分の3

周（270度）移動します。このとき、公転周期が約0.62年である金星は、2月の位置から自身の軌道上を何周移動したことになるか、最も適切な

数値を選びなさい。 （2024年 宮城公立入試 類似）

1. 約0.62周 2. 約0.75周 3. 約1.21周 4. 約1.45周

問2 不導体であるポリ塩化ビニルやゴムが、電気をほとんど通さない理由として適切な説明はどれですか。 （2021年 宮城公立入試 類似）

1. 物質の持つ電気抵抗が非常に大き

いため、電流が流れない。

2. 物質の持つ電気抵抗が非常に小さ

いため、電流を吸い込んでしまう。

3. 物質の中にプラスの電気を持つ粒

子が全く存在しないため、電流が流

れない。

4. 物質の表面に静電気が発生し、電

流の通り道をふさいでしまうため。

問3 質量保存の法則を実験によって確かめる際、プラスチック製の容器を密閉状態にして実験を行う理由として、最も適切な説明はどれか。 （2021年

宮城公立入試 類似）

1. 反応によって生じる熱が外部に逃

げ、質量の測定値が変化するのを防

ぐため。

2. 反応に関係する物質が外部へ逃げ

たり、外部の物質が混入したりする

のを防ぐため。

3. 容器内の気圧を一定に保つことで

、化学変化の速度を速めるため。

4. 反応後の物質が空気中の酸素と反

応し、別の物質に変化するのを防ぐ

ため。

問4 天球上の太陽や星の動きを観察すると、すべての天体が一定の速度で東から西へと動いているように見える。このように、天球全体が１日１回

転するように見える現象が起こる理由として正しい説明はどれか。 （2022年 宮城公立入試 類似）

1. 太陽や星が実際に巨大な球体の内

側を移動しているため

2. 地球が地軸を中心に１日１回自転

しているため

3. すべての恒星が地球から等しい距

離に並んでいるため

4. 地球が大気の影響でレンズのよう

な役割を果たしているため

問5 密閉容器内で酸化反応を継続させたところ、酸素の不足により一度は温度が下降しました。しかし、実験開始から90分が経過したところで容器

の蓋を開けたところ、温度が再び急激に上昇し始めました。この理由を説明した文として正しいものはどれですか。 （2021年 宮城公立入試 類似）

1. 蓋を開けたことで外部から新たな

酸素が供給され、酸化反応が再び激

しくなったため

2. 容器内にたまっていた熱が、蓋を

開けたことで対流を起こし温度計に

伝わったため

3. 蓋を開ける際に生じた摩擦熱によ

って、物質の火の勢いが強まったた

め

4. 容器内の圧力が急激に下がり、物

質の融点が降下して反応しやすくな

ったため

問6 ある日の明け方、東の空の低い位置に金星と火星が並んで見えていました。その後、時間の経過とともにこれらの惑星はどの方角へ移動し、地

平線からの高度はどのように変化しますか。 （2024年 宮城公立入試 類似）

1. 南の方角へ移動し、高度が上がる 2. 南の方角へ移動し、高度が下がる 3. 西の方角へ移動し、高度が上がる 4. 西の方角へ移動し、高度が下がる

問7 質量パーセント濃度を求める際、「溶液の質量」に対する「溶けている物質の質量」の割合を計算します。この「溶けている物質」を指す用語

と、その説明として正しい組み合わせはどれですか。 （2022年 宮城公立入試 類似）

1. 溶質：水などのように、他の物質

を溶かしている液体のこと

2. 溶媒：溶質が溶媒に溶けてできた

、混合物の液体のこと

3. 溶質：液体の中に溶け込んでいる

状態の物質のこと

4. 溶液：まだ溶質が溶け切らず、底

に沈んでいる状態の物質のこと

問8 胃液に含まれるペプシンなどの消化酵素によって、食物中の養分が分解される理由として、最も適切な記述を選びなさい。 （2021年 宮城公立入試 類似）

1. 養分の分子を小さく分解すること

で、小腸の壁から吸収できるように

するため

2. 養分を分解して化学反応を起こし

、胃の中の温度を一定に保つエネル

ギーを得るため

3. 養分の種類をすべて同じ物質に変

換することで、肝臓での貯蔵効率を

高めるため

4. 養分を水に溶けない固形物に変え

ることで、消化管内をゆっくり移動

させるため

問9 化学変化が起こる前後において、反応に関係した物質全体の質量の総和は変化しないという法則を何というか、最も適切な名称を答えなさい。

（2021年 宮城公立入試 類似）

1. 質量保存の法則 2. 定比例の法則 3. エネルギー保存の法則 4. アボガドロの法則

問10 酸とアルカリが互いの性質を打ち消し合う中和反応において、酸の陰イオンとアルカリの陽イオンが結びついてできた物質を何といいますか。

硝酸と水酸化カリウムの反応における「硝酸カリウム」がこれに該当します。 （2024年 宮城公立入試 類似）

1. 塩（えん） 2. 酸化物 3. 有機物 4. 単体

問11 硫酸銅水溶液などの電気分解において、水溶液中の銅イオンが電極の表面で金属の銅となって析出する際、銅イオンにはどのような変化が起き

ていますか。 （2022年 宮城公立入試 類似）

1. 電極から電子を受け取り、銅原子

に変化している

2. 電極へ電子を放出し、銅原子に変

化している

3. 電極から陽子を受け取り、銅原子

に変化している

4. 電極へ陽子を放出し、銅原子に変

化している

問12 斜面上にある物体にはたらく力について、質量と力の関係を正しく説明しているものはどれですか。 （2022年 宮城公立入試 類似）

1. 斜面の傾きが同じであれば、斜面

下向きの重力の分力は物体の質量に

比例して大きくなる

2. 斜面下向きの重力の分力は、物体

が静止している限り、質量に関わら

ず常に一定である

3. 物体の質量が大きくなると重力は

大きくなるが、斜面下向きの分力は

逆に小さくなる

4. 斜面下向きの重力の分力は、重力

の大きさにのみ依存し、質量の変化

には影響されない

問13 ある電源装置に抵抗器をつないで電流を流したところ、電流の向きが入れ替わることなく常に一つの方向に流れていました。この現象から判断

できる、流れている電流の性質として最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 宮城公立入試 類似）

1. 電流が流れる向きが常に一定であ

る直流の性質

2. 電流の向きと大きさが周期的に変

化する交流の性質

3. 磁界を変化させることで発生した

誘導電流の性質

4. 摩擦によって物体にたまった静電

気が流れる性質

問14 水平な床から続く斜面を、小球が転がり上がっていく状況を想定します。小球が「水平な床にあるとき」と「斜面を転がっているとき」を比較

した、重力の向きに関する記述として正しいものを選びなさい。 （2023年 宮城公立入試 類似）

1. 水平な床でも斜面の上でも、重力

の向きは変わらず鉛直下向きである

2. 水平な床では鉛直下向きだが、斜

面に入ると斜面に沿った下向きに変

化する

3. 水平な床では鉛直下向きだが、斜

面に入ると斜面に対して垂直な向き

に変化する

4. 水平な床では鉛直下向きだが、斜

面を上がるにつれて重力の向きは上

向きに変化する
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答え合わせ・解説

問1 答え 3

約1.21周

天体が太陽の周りを一周するのにかかる時間は公転周期と呼ばれます。金星の公転周期は約0.

62年であり、これを月数に換算すると約7.44か月となります。求めたい期間である9か月をこ

の公転周期で割ると、9 ÷ 7.44 ＝ 約1.209... となるため、金星は軌道上を1周と約0.21周分

移動していることが計算できます。このように、公転周期の違いを利用することで、数か月後

の惑星の位置を特定することが可能です。

問2 答え 1

物質の持つ電気抵抗が非常に大きいため、電

流が流れない。

電流の通りにくさを表す数値を電気抵抗といいます。不導体は導体（金属など）に比べて電気

抵抗が極めて大きいため、同じ電圧を加えても電流がほとんど流れないという性質を持ってい

ます。

問3 答え 2

反応に関係する物質が外部へ逃げたり、外部

の物質が混入したりするのを防ぐため。

気体が発生する反応や、空気中の酸素と結びつく酸化反応では、開放された系で実験を行うと

測定される質量が変化してしまう。密閉容器を用いることで、反応に関わるすべての物質を容

器内に留め、物質の出入りを遮断できるため、質量保存の法則を正確に検証することが可能に

なる。

問4 答え 2

地球が地軸を中心に１日１回自転しているた

め

太陽や星が天球上を動いて見えるのは、観測者が乗っている地球が自転していることによって

生じる見かけの動きである。このため、実際には距離の異なる天体が、あたかも一つの球体（

天球）に固定されて一緒に回転しているように観察される。

問5 答え 1

蓋を開けたことで外部から新たな酸素が供給

され、酸化反応が再び激しくなったため

密閉容器内での反応が停滞していた原因は、反応に必要な酸素が不足していたことにあります

。蓋を開ける操作によって外部の空気が流入し、新鮮な酸素が未反応の物質と結びつくことで

、再び激しい酸化反応が始まります。このとき発生する大きな反応熱によって、温度計の数値

は急激な上昇を示します。

問6 答え 1

南の方角へ移動し、高度が上がる

天体は日周運動によって東から南を通って西へと移動します。東の空から南に向かって移動す

る際、天体は地平線から徐々に離れていくため、南中する（真南に来る）までは高度が上がり

続けます。

問7 答え 3

溶質：液体の中に溶け込んでいる状態の物質

のこと

液体に物質が溶けているとき、その溶けている物質を溶質、溶かしている液体を溶媒、その両

方を合わせた全体を溶液といいます。濃度計算において分子にくるのは「溶質の質量」であり

、これは液体中に均一に拡散している物質の質量を指します。

問8 答え 1

養分の分子を小さく分解することで、小腸の

壁から吸収できるようにするため

食物に含まれるデンプンやタンパク質、脂肪などの養分は、そのままの状態では分子が大きす

ぎるため、小腸の柔毛の壁を通り抜けて血液中に取り込むことができません。消化酵素の役割

は、これらを細胞の膜を通過できるほど小さな分子にまで分解することにあります。このプロ

セスを経て、初めて養分はエネルギー源や体の材料として活用されます。

問9 答え 1

質量保存の法則

化学変化の前後で、物質をつくっている原子の種類と数は変化せず、その組み合わせのみが変

化する。そのため、反応に関わった物質全体の質量は一定に保たれる。この原理を質量保存の

法則と呼ぶ。

問1

0

答え 1

塩（えん）

中和反応では、水素イオンと水酸化物イオンが反応して水ができると同時に、酸の陰イオン（

この場合は硝酸イオン）とアルカリの陽イオン（この場合はカリウムイオン）が結びついて「

塩」が形成されます。生成される塩の種類は、反応させる酸とアルカリの種類によって決まり

ます。

問1

1

答え 1

電極から電子を受け取り、銅原子に変化して

いる

銅イオンはプラスの電気を帯びた陽イオンであり、陰極からマイナスの電気を持つ電子を受け

取ることで、電気的に中性な銅原子へと変化します。このように、物質が電子を受け取る化学

変化を還元と呼びます。

問1

2

答え 1

斜面の傾きが同じであれば、斜面下向きの重

力の分力は物体の質量に比例して大きくなる

物体にはたらく重力の大きさは「質量」に比例します。斜面にある物体には、地球の中心に向

かう重力がはたらいており、これを「斜面に平行な方向」と「斜面に垂直な方向」に分解して

考えることができます。斜面の角度が変わらなければ、重力に対する分力の割合は一定である

ため、結果として斜面下向きの重力の分力も物体の質量に比例して大きくなります。

問1

3

答え 1

電流が流れる向きが常に一定である直流の性

質

電流には直流と交流の2種類がありますが、時間が経過しても電流の流れる向きが変化しない

という特徴を持つのは直流です。電池を用いた回路など、常に一定の向きに電荷が移動し続け

る状態を指します。

問1

4

答え 1

水平な床でも斜面の上でも、重力の向きは変

わらず鉛直下向きである

物体にはたらく重力の向きは、物体の運動方向や設置されている面の角度に影響されることは

ありません。小球が水平面から斜面へと移動しても、地球が小球を引く方向は常に一定である

ため、重力は常に鉛直下向きにはたらき続けます。斜面上で物体が滑り落ちようとするのは、

鉛直下向きの重力の一部が「斜面に沿った下向きの力」として分力を生じるためであり、重力

自体の向きが変わったわけではありません。


